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2026年月日固 田端文士村記念館韮灘請謁2分 10：00～17：00（入館は16：30まで） 

月曜日（祝日の時は火・水曜）、祝日の翌日（土・日の時は翌火曜）、年末年始（12／29－1／3） 

【主催・問合せ】（公財）北区文化振興財団田端文士村記念館℡03－5685－5171【共催】東京都北区
写真：コレクションを眺める龍之介（佐藤春夫縞『おもかげ』昭和4年2月座右聾干i」行合）



芥川溺之介
余暇のたのしみ

幼い頃から東西の文化に親しみ、豊かな知識や経験を育んだ芥川龍之介。そこで培われた

感性は小説に影響を与えただけでなく、日々の暮らしを彩る「趣味」と結びつき、龍之介の

心豊かな生活を支えました。絵を眺めたり、芝居を観たり、俳句を作ったり…。本展では、多彩

な趣味で余暇を楽しんだ龍之介の素顔と、趣味を通じて交流した田端の文士・芸術家たちを

題陳でつながる田輯人たち　ご紹介します。
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